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　.NET nanoFrameworkを利用すると，C＃でラズ
ベリー・パイPicoのアプリケーションを作成できま
す．前編（2023年1月号）では利用方法（C＃プロジェ
クトの新規作成方法，HTTPクライアント・アプリ
ケーション，Azure IoT Hubからのメッセージ取得
方法）を解説しました．後編は，.NET nanoFrame
workのラズベリー・パイPicoへの移植手順を解説し
ます．筆者がもともとTinyUSBに興味を持ったの
は，.NET nanoFrameworkの 移 植 に ち ょ う ど 良 い

USBフレームワークだったからです．FreeRTOS環
境でTinyUSBを利用すると短期間で移植作業を行う
ことができました．なお，GitHubのフォルダ構成を
みると，.NET nanoFrameworkチームでは，Azure 
RTOS＋ラズベリー・パイPicoの環境に.NET nano 
Frameworkを移植中のようです．

ソースファイル

　.NET nanoFrameworkのファームウェアのソース・
ファイルの大部分は，GitHubのnf-interpreterリポジ
トリ（https://github.com/nanoframework
/nf-interpreter）にあります．一部のボード向
け の フ ァ ー ム ウ ェ ア の ソ ー ス・ フ ァ イ ル は，nf-
Community-Contributionsリポジトリにも置かれてい
ます．
　nf-interpreterリポジトリのルート・フォルダのうち，
ビルドおよび移植時に登場する主なフォルダを表1に
示します．本記事では，C:¥nanoframework¥nf-

ツール名 種類/
バージョン

Visual Studio Code −

Visual Studio Code 
プラグイン

C/C++プラグイン
CMake Tools ブラ
グイン

ESP-IDF ツール 最新版
CMake 3.15以上
Python＊ 3.6
USB-UART
ブリッジ・ドライバ

CP210xまたは
FTDI

＊： ESP32 ファームウェア（nanoCLR）書
き込みのためなどに必要

表2　ESP32向けのビルドの開発ツール

ルート・フォルダ 説　明
.vs Visual Studioの設定ファイル
.vscode Visual Studio Codeの設定ファイル
asset ロゴの画像データ
azure-pipelines-templates Azure Pipelineでビルドする際のテンプレート
build ビルド時のワーク・フォルダ
CMake CMakeのスクリプト・ファイルなど
config Azure Pipelineの設定ファイル
install-scripts ビルド時の設定に必要なスクリプト

InteropAssemblies
.NETアセンブリ作成時に必要なソース・ファ
イル

src .NET CLRソース・ファイル

targets
すべてのマイコンのPAL/HALのnative code
のソース・ファイル

targets-community
コミュニティ・ベースのPAL/HALのネイ
ティブ・コードのソース・ファイル

VisualStudioDevelopment 開発補助情報が格納されている

zip
ビルドに必要なツールのzipファイルが一時的
にダウンロード，格納されるフォルダ

表1　.NET nanoFramework（nf-interpreterリポジトリ）のソース・ファイル

写真1　今回移植するターゲットの1つ．RP2040チップとTCP/
IPコントローラW5100Sを搭載するW5100S-EVB-Pico
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